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衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
感
染
症
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
非
臨
床
試
験
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
問
題
点
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
感
染
症
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
非
臨
床
試
験
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
問
題
点
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
厚
生
労
働
省
医
薬
局
医
薬
品
審
査
管
理
課
長
通
知
」
は
、
令
和
六
年
三
月
二
十
二
日
に
厚
生
労
働
省
医
薬
局

医
薬
品
審
査
管
理
課
に
お
い
て
起
案
し
、
同
課
に
お
い
て
し
か
る
べ
く
決
裁
を
経
た
上
で
、
同
月
二
十
七
日
付
け
で
通
知
し

た
も
の
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
」
は
、
疾
病
の
治
療
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
御
指
摘
の
「
遺
伝
子
治
療
用
製
品
」
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
新
規
の
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
又
は
添
加
物
等
が
含
ま
れ
る
場
合
」
の
「
そ
の
新
規
物
質
に
つ
い
て
の
薬
物
動
態
試

験
の
要
否
」
に
つ
い
て
は
、
「
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
は
「
新
規
の
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
又
は
添
加
物
等
が
含
ま
れ
る
場

合
は
、
そ
の
新
規
物
質
に
つ
い
て
薬
物
動
態
試
験
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
」
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
ア
ジ
ュ
バ
ン
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ト
」
に
つ
い
て
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
を
踏
ま
え
、
生
体
内
の
分
布
が
有
効
性
及
び
安
全
性
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
薬
物
動
態
試
験
の
う
ち
生
体
内
の
分
布
の
試
験
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
新

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
は
、
「
新
規
ア
ジ
ュ
バ
ン
ト
に
関
す
る
生
体
内
分
布
試
験
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
」
と

し
て
お
り
、
「
添
加
物
等
」
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
の
評
価
の
標
準
的
な
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
使
用
前
例
が
な

い
新
添
加
剤
（
安
定
剤
、
溶
解
補
助
剤
、
防
腐
剤
、
ｐ
Ｈ
調
節
剤
等
）
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
ワ
ク
チ
ン
製
剤
を
用
い
た
試

験
等
の
中
で
、
添
加
剤
の
安
全
性
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
安
全
性
の
評
価
の
た

め
の
「
試
験
等
」
を
行
う
中
で
、
「
薬
物
動
態
試
験
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」
と
の
認
識
に
変
更
は
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
当
該
記
載
を
削
除
し
た
根
拠
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
は
「
各
ワ
ク
チ
ン
の
特
性
を
踏
ま
え
、
非
臨
床
試
験
の
必
要
性
、
試
験
の
種
類
、
動
物
種
の
選
択
及
び
試
験
デ
ザ
イ

ン
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
医
薬
品
の
承
認
の
申
請
時

に
、
「
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
選
択
し
た
動
物
種
の
適
切
性
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
認
識
に
変
更
は
な
い
。 

五
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
根
拠
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
け
る
御
指
摘

の
記
載
は
、
他
の
記
載
事
項
に
表
現
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
「
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
「
ワ
ク
チ
ン
で
は
投
与
回
数
が

限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
が
ん
原
性
試
験
を
必
要
と
し
な
い
」
と
の
趣
旨
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
一
部
の
非
臨
床
試
験
を
必
要
と
し
な
い
旨
を
厚
生
労
働
省
の
課
長
通
知
で
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
す
」
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
御
指
摘

の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
医
薬
品
の
承
認
の
申
請
の
目
的
で
実
施
さ
れ
る
「
ワ
ク
チ
ン
の
非
臨
床
試
験
の
計
画
立
案
の
た

め
の
一
般
的
な
原
則
を
提
供
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
現
時
点
の
科
学
的
水
準
に
基
づ
き
、
非
臨
床
評
価
の
項
目
と

内
容
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
踏
ま
え
、
ワ
ク
チ
ン
の
「
試
験
デ
ザ
イ
ン
」
に
当
た
り
「
各
ワ
ク
チ
ン
の
特
性
を

踏
ま
え
、
非
臨
床
試
験
の
必
要
性
、
試
験
の
種
類
、
動
物
種
の
選
択
及
び
試
験
デ
ザ
イ
ン
を
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
等
の
一
般
的
な
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
非
臨
床
試
験
の
要
否
や
適
切
性
等
に
つ
い
て
は
、
当
該

考
え
方
を
踏
ま
え
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法

律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条
の
二
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
審
査
に
お
い
て
医
薬
品
ご
と
に
個
別
に
判
断
さ
れ
る
べ
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き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 


